
英語論⽂改善ワークショップ
国際ジャーナル投稿に向けた

2020年 2⽉20⽇（⽊）21⽇（⾦）22⽇（⼟）
会場 京都⼤学東南アジア地域研究研究所

稲盛財団記念館 ⼤会議室（313号室）

講師
Paul Harold KRATOSKA, Ph. D.

Former Publishing Director, NUS Press, 
National University of Singapore

Paul Robert NERNEY, M. A.
Former Senior Lecturer, Centre for 
English Language Communication 
(CELC), National University of Singapore

Suzan Lopez NERNEY, M. A.
Former Lecturer, Centre for English 
Language Communication (CELC), 
National University of Singapore

受講資格

主催：
京都⼤学東南アジア地域研究研究所
京都⼤学東南アジア地域研究研究所CIRASセンター
⽇ASEAN協働による超学際⽣存基盤研究の推進

受講料

定員

2019年 12⽉25⽇（⽔） 17:00

東南アジア地域研究研究所 ⽯川 登
writingworkshop@cseas.kyoto-u.ac.jp

下記URLの申請フォームに必要事項を記⼊してお申し込みください。
https://forms.gle/CBb7v9x9VWRTuJNm7（Googleフォーム）

主に本学に在籍する⼤学院⽣（博⼠後期課程）・ポスドク研究者・若⼿教員で、現在英語の論
⽂ドラフトをお持ちの⽅。3⽇間全てのワークショップに出席できる⽅を優先します。
※事前にドラフトを講師へ送付し、ワークショップ当⽇にそれを添削する形式で個別指導が進
⾏します。16〜20名 （応募者多数の場合、選考）

無料

応募⽅法

応募締切

申込み・
問合せ

よりレベルの⾼い国際学術雑誌への投稿を⽬指す
研究者、特に英語による論⽂作成の経験が浅い若
⼿研究者を対象に、「英語論⽂改善ワークショッ
プ」を開催します。
「講義＋ワークショップ＋個別指導」の構成で英
語論⽂を書く際のノウハウや、国際学術雑誌等へ
の投稿の際のマナーなどを伝授していただきます。
奮ってご参加下さい。



会場地図

プログラム

講師からのメッセージ

「投稿論⽂を受理してもらうためには、研究の質は
もちろんですが、表現⽅法も⼯夫をする必要があり
ます。プレゼンテーション⼒が貧弱という理由だけ
でリジェクトされることも少なくありません。この
ワークショップで我々は、ジャーナルの編集者やレ
ビュアなど、研究出版の「⾨番」達の期待に応え得
るよう、あなたの原稿（ドラフト）を改善するお⼿
伝いをさせていただきます。」


